
前回（令和４年度業務）評価への対応について 

１ 前回評価の結果について 

令和４年度の指定管理運営業務については、県が求める水準や事業計画に沿って実行さ

れており、特に、①快適な利用環境の創出については、コロナ禍におけるオンライン環境

整備による利便性向上の取組などにおいて「計画を上回る優れた管理運営が行われている」

との評価であり、他の項目についても「概ね計画どおりの管理運営がなされている」とい

う評価であった。 

※ 詳細については、参考資料「いわて県民情報交流センター（アイーナ）の指定管理業

務に関する評価結果報告書（令和４年度業務）」を参照願います。 

評 価 項 目 

評価結果 

令和２年度

業務 

令和３年度

業務 

令和４年度

業務 

① 快適な利用環境の創出 ４ ４ ５ 

② 利用者の声の反映／県民参加型の施設運営 ４ ４ ４ 

③ 入居施設間の有機的な連携 ４ ４ ４ 

④ 県民への情報提供（県内全域へのサービス提供） ４ ４ ４ 

⑤ 適切な施設運営 ４ ４ ４ 

資料１ 
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 ２ 評価への対応について 

 評価結果を県及び指定管理者において真摯に受け止め、業務の改善に向けて取り組んで

いること。また、主な取組内容については以下のとおり。 

前回（令和４年度業務）の第三者評価への対応状況について 

評 価 項 目 
評価

結果 
コ メ ン ト 対応（取組）状況 

① 快適な利

用環境の創出 

５ 

【評価コメント】 

計画を上回る優れた管理運営が行わ

れている。 

【評価の視点】 

〇 オンライン環境整備による利便性

向上の取組 

コロナ禍において、オンライン会議

の開催が可能な環境等を整備すること

により、利用しやすい環境に向けて努

力している点を評価する。 

〇 職員の研修 

長期的視野で、サービス向上を図る

ための職員研修の受講を積極的に進め

た点、加えて職員の防災士資格の取得

により、さらなる防災機能強化への取

組を強化した点など、快適で安全な環

境を築くよう、改善に努めている点を

評価する。 

〇 地域活動 

学校や商店街など地域と連携した取

組を積極的に行うとともに、遠隔地も

含め、新たな取組を展開している点を

評価する。 

〇前年に引き続きアウトリ

ーチ企画「わくわくキッズラ

ンドｉｎおおふなと」を盛岡

医療福祉スポーツ専門学校

と大船渡市防災観光交流セ

ンター（おおふなぽーと）で

共催。現地協力：大船渡市社

会福祉協議会。保育の仕事を

志している大船渡市の高校

生３名も参加。今後も連携・

交流を通じて様々な付加価

値を発揮していけるような

事業の推進を行っていく。 

〇施設利用における利用者

のオンライン利用特性を調

査・検討、小田島組☆ほ～る

や大規模会議室での映像投

影時にＨＤＭＩケーブルで

の伝送ロスを解消する機能

改善を行い滞りなく催事を

開催できる環境を提供した。 

〇ホームページの施設紹介

ページにピクトグラム等に

よる一目でわかる施設の機

能紹介を追加予定。 

〇施設利用者向けＷｉ－Ｆ

ｉについては毎朝パスワー

ドの更新を行う運用を行っ

【更に優れた管理運営に向けた助言】 

○ 企画の継続及び発展

地域にアイーナが出張してイベン

トを行うアウトリーチ企画の実施な

ど、施設の交流手法を県内施設へ展

開したことから、その取組が定着す

るよう、また、アイーナの交流・発

信拠点としての機能発揮につながる

ことを期待する。 

〇 会議の新たな手法に対応した環境

整備の継続 

オンライン オーバル形式 ダンス 
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評 価 項 目 
評価

結果 
コ メ ン ト 対応（取組）状況 

  ハイブリッド型の会議等への対応

による環境整備とセキュリティ対策

の強化を期待する。また、予約時に

利用予定者が状況に合った使い方を

イメージできるよう、設備の規格表

示など、掲載する情報を拡充するこ

とを期待する。 

〇 セキュリティの強化 

  Ｗｅｂ環境の向上に伴い、セキュ

リティ対策について、重点的に取り

組むことを期待する。 

ている。 

 

〇施設予約システムやＷｉ

－Ｆｉ等の利用状況及び利

用者の意識、トレンド・社会

情勢に注意を払いシステム

更新に反映できるよう県と

の情報共有を図っていく。 

 

〇ＩＴセキュリティに関す

る研修は定期的に反復受講

し個人情報保護の意識を常

に持ち続ける環境を醸成し

ていく。 

② 利用者の

声の反映／

県民参加型

の施設運営 

４ 

【評価コメント】 

概ね計画どおりの管理運営が行われ

ている。 

【評価の視点】 

ワークショップの開催、ウィズコロ

ナ、アフターコロナを意識した事業の

企画やアイーナニュース電子版の運用

や、CAPIC 製品の取扱いを開始する等

の工夫がなされている点を評価する。 

〇感染拡大防止対策を講じ

て開催した参加型・展示型の

催事についてはアフターコ

ロナ時代のイベントスタイ

ルとして標準化を行い第六

期指定期間の催事開催にお

けるロールモデルとしてい

きたい。併せて新型コロナウ

イルスも含めた感染症対策

として、換気や消毒液の設置

等を継続して行うとともに、

感染予防について来館者へ

の啓蒙や利用者への依頼・指

導等ソフト面での対策も行

いながら、安心して利用いた

だける環境を維持していく。 

 

〇「賑わい創出」「アイーナ

の価値創造」 「いわての幸

せな未来」といった３つの大

きなテーマを設定し、連携・

協働の中から「寄りそい・つ

ながり・持続する」ことを実

感できる催事を企画。実施に

【更に優れた管理運営に向けた助言】 

○ 以前の賑わいが戻る中で、利用者

の声を聴きながら、参集型イベント

へ安心して参加できる施設運営が行

われることを期待する。 

〇 アイーナの広い空間性を生かし

て、利用者の声などを掲載したボー

ド展示、県民参加型のイベント企画

の場としての活用など、利用価値の

向上を目的にした賑わいの創出や、

学習環境の利用方法について、曜日

や時間帯、使用方法と使用場所の環

境整備などを検討することを期待す

る。 
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評 価 項 目 
評価

結果 
コ メ ン ト 対応（取組）状況 

際してはアイーナを拠点と

したもの、オンライン空間を

舞台としたもの、アイーナを

飛び出しアウトリーチで開

催するものなど時代や参加

者のニーズに沿った開催方

法を常に模索・検討しながら

行っていく。 

③ 入居施設

間の有機的

な連携 

 
 
 

４ 

【評価コメント】 

概ね計画どおりの管理運営が行われ

ている。 

【評価の視点】 

 〇入居施設間と連携した具体的な取

組の実施 

 「アイーナライトアップ」、「いろい

ろアイーナ」など、多くの人に広く

アイーナの存在を認知させる取組と

なっている点や、入居施設と連携し、

アイーナを盛り上げた意欲的な機運

を評価する。 

〇現在提供されているデジ

タルサイネイジで行ってい

る入居施設の催事案内を継

続して実施している。併せて

入居施設、岩手県専用の案内

ボードの管理、掲出等の運用

を行っている。紙媒体である 

ａｉｉｎａＮＥＷＳとのＷ

ＥＢミックスによる連携も

行いながら効果的な情報発

信を継続して行っていく。 

 

〇Ｗｉｎ-Ｗｉｎな関係を構

築・持続させていく事を目標

とし協力・協働して連携を行

っていく。併せてお互いの持

つ機能を有効に活用し効率

的で効果的な連携・協働を推

進する。 

 

〇連携と協働に軸足を置き、

関わる全ての団体や人々が

持つミッションや目的が達

成されることを志向したイ

ベントを検討、実施してい

く。催事の呼込みも含めてコ

ラボレーションの推進を図

っていく。 

【更に優れた管理運営に向けた助言】 

○ アイーナの催事等が掲載された一

覧性のある表示の導入や、入居施設

の活動についての紹介を行うパネル

の導入などにより、入居施設の情報

発信の取組の検討を行うことを期待

する。 

〇 アイーナ指定管理者がリーダーと

なって入居施設において連携する取

組をリードすることを期待する。 

〇 新たな試みとして、県内施設との

コラボレーションにより県内施設の

イベントをアイーナで実施し、誘客

につなげる取組の検討することを期

待する。 
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評 価 項 目 
評価

結果 
コ メ ン ト 対応（取組）状況 

④ 県民への

情 報 提 供

（県内全域

へのサービ

ス提供） 

４ 

【評価コメント】 

概ね計画どおりの管理運営が行われ

ている。 

【評価の視点】 

〇 テレビ、ラジオ、ＨＰ、ＳＮＳ、

紙等多様な媒体を活用し、情報発信

を行っている点を評価する。 

〇 アイーナニュースの電子版の立ち

上げやＱＲコードの活用によるＷｅ

ｂへの誘導による新たな県民への情

報発信の努力を評価する。 

〇ＳＮＳにおいてはインサ

イト指標だけにとらわれる

ことなく、利用者やモニター

の意見等も参考にしながら

公共施設に相応しいプラッ

トフォームの選定、運用を行

っていく。 

 

〇アイーナを舞台に開催さ

れる多彩な行催事の情報を

メディアミックスやマスメ

ディア・入居施設との広報連

携を効果的に行いながら発

信・拡散。ＳＮＳによる「繋

がり」～「拡散」を意識した

発信を実践しながらレガシ

ーな情報発信手段も活用し

情報格差を発生させない情

報提供を行っていく。 

【更に優れた管理運営に向けた助言】 

○ 効果的な情報発信の手法やリアク

ションを得られる情報発信の方法に

ついて検討し、強化を図ることを期

待する。 

〇 情報発信の媒体ごとの効果検証

や、アイーナニュースの電子媒体の

導入に伴う紙媒体の活用方法や発行

部数の検討による、一層の効果的な

情報発信の実施を期待する。 

⑤ 適切な施

設運営 

 

 

 

 

 

 

 ４ 

【評価コメント】 

概ね計画どおりの管理運営が行われ

ている。 

【評価の視点】 

〇 エネルギー使用量の節減実績 

  平成 26（2014）年度比 15.8％削減

（目標６％削減）の実績を評価する。 

〇 施設の管理、運営、訓練等の計画

的実行 

  大きな事件事故がなく適切な管理

がなされている点や、従前からの訓

練等に加え、独自の止水板装置訓練

を導入した点について評価する。 

〇令和５年度に５階ギャラ

リーアイーナ展示パネル修

繕を実施する予定としてい

る（県発注工事） 

会議室等の修繕については、

県と相談し、検討している。 

 

〇防災士や防火管理者、サー

ビスケアアテンダントの知

識や３・１１で得た知見を活

かし、帰宅困難者避難場所と

しての役割のみではなく、県

民参加型避難訓練や総合防

災訓練等の実施を通じて防

災拠点としての情報発信や

経験、ノウハウの伝承を行っ

ていきたい。 

【更に優れた管理運営に向けた助言】 

○ 経年による内部仕上げの劣化等へ

の対応について、県とも相談のうえ、

修繕等を進めていくことが望まし
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評 価 項 目 
評価

結果 
コ メ ン ト 対応（取組）状況 

い。 

〇 東日本大震災津波時の緊急対応は

経験・教訓として貴重であることか

ら、その継承がなされるよう期待す

る。 
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